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トップページ 

 

本年、遂に長年の大事業であった伊都キャンパス移転が完成致します。13 年前に工学部が

第一陣としてこの地に移転し、その後、六本松・理学部などが続き、本年には農学部・文系施

設や中央図書館も完成しました。工学部からは、西側の農学部や東側の理学部・基幹教育・

図書館・文系施設まで雨に濡れずに行けるようになっており、旧箱崎キャンパスと比べると

随分と便利になりました。9 月には伊都キャンパス移転完了の式典や種々の関連行事が計画

されています。この伊都キャンパスは世界最先端の設備を完備しており、日本有数の大学施

設と言えます。皆さんがこれらの施設を活用し、世界に誇れる教育研究に邁進されることを

願ってやみません。 

 一方、これらの快適な建物や最先端装置を維持するには膨大なエネルギーを要してしまう

ことも、心に留めておいてください。エネルギーの増大は当然二酸化炭素量の増大に繋がり

ます。全世界的な二酸化炭素量の増大により、気候変動が問題になっていることは皆さんも

ご存知の通りです。近年の北部九州豪雨災害や大型台風の襲来など、気候変動の影響は我々

の身近なところに迫りつつあります。エネルギーを要する大施設を如何に効率的に活用し、

エネルギーの節約に努めるかということは、我々に課せられた課題です。我々ひとりひとり

がこの問題を意識して、エネルギー消費を抑える工夫をすることが、持続可能な環境を維持

するための第一歩であると考えます。また、安全衛生委員会では職場巡視を行っています。

今一度、実験室や研究室の整理整頓、転倒防止策の再点検を行いましょう。小さな積み重ね

が全体で合わされば大きな安全につながります。 

 伊都キャンパス移転完了の今年、改めて環境との共生という視点での見直しを考えていき

ましょう。大学が変わることにより社会は変わります。エネルギー消費を抑えた新たな社会

システムの構築につながっていくでしょう。様々な観点から環境の保全に努めるよう教職員

および学生の皆様のご協力をお願い致します。 

 

2018 年 5 月 21 日 工学部長 久枝良雄 



部局名　　九州大学工学部

所在地　　〒819-0395 福岡市西区元岡744

　　　　　TEL 092-802-2708

　　　　　URL http://www.eng.kyushu-u.ac.jp

組織

構成員　　教職員・学生：６,４５３名

（教員:４００名、職員:１９２名、研究員等:３８６名）

（修士課程:１,３９７名、博士課程:５５１名）

環境報告書対象の組織　　工学部（伊都地区ウエストゾーン）

報告期間

○分子システムデバイス国際リーダー教育センター

工学部等事務部 技 術 部

関連施設・学内共同教育研究センター等

○西部地区自然災害資料センター　　　　　　　　○水素材料先端科学研究センター
○水素エネルギー国際研究センター　　　　　　　

大学院工学研究院

大学院総合理工学研究院

大学院数理学研究院
機械航空工学科

工

学

部

「環境報告書201８」に記載している内容は、主に201７年度(平成2９
年4月1日から平成３０年3月31日まで)の取り組み、実績値を中心にまと
めており、一部に平成2９年3月31日以前及び平成３０年4月1日以降
5月末までの取り組みや活動データが含まれます。

部　局　概　要

○附属環境工学研究教育センター　　　　　　　　○未来化学創造センター
○アジア防災研究センター　　　　　　　　　　　○鉄鋼リサーチセンター
○ものづくり工学教育研究センター　　　　　　　○分子システム科学センター
○超顕微解析研究センター　　　　　　　　　　　○バイオメカニクス研究センター

建築学科

電気情報工学科

物質科学工学科

地球環境工学科

エネルギー科学科

大学院人間環境学研究院

大学院システム情報科学研究院

[内訳] 教職員      　 ９７８名 

大学院生   １,９４８名 

学部生  　 ３,５２７名 

－２－



 －３－  

工学部を含む伊都地区における管理運営体制 

(環境マネジメント担当) 

伊都地区協議会 

（任務） 

伊都地区における共通の運営事項について協議する。 

（構成員） 

・部局長           ・理学部等事務長 

・センター長         ・地球社会統合科学府事務長 

・附属図書館伊都図書館長   ・工学部等事務部長 

・学務部長 

・情報システム部長 

 

交通対策 WG 環境対策 WG 地域連携 WG 

（任務） 

伊都地区構内の入講許可基準の

策定等交通規制全般について検

討する。 

（任務） 

伊都地区構内の美化及び環境全

般について検討する。 

（任務） 

伊都地区近隣地域との連携全

般について検討する。 

（構成員） 

・部局選出教員 各１名 

・学務部学生支援課長 

・理学部等事務長補佐１名 

・地球社会統合科学府事務長補佐 

・工学部等事務部各課長４名 

・附属図書館伊都地区図書課長 

（構成員） 

・部局選出教員 各１名 

・学務部学務企画課長 

・理学部等事務長補佐１名 

・地球社会統合科学府事務長補佐 

・工学部等事務部各課長４名 

・附属図書館伊都地区図書課長 

（構成員） 

・部局選出教員 各１名 

・学務部学生支援課長 

・理学部等事務長補佐１名 

・地球社会統合科学府事務長補佐 

・工学部等事務部各課長４名 

・附属図書館伊都地区図書課長 

      

伊都ウエストゾーン事業場 

安全衛生委員会 

伊都センターゾーン事業場 

安全衛生委員会 

（任務） 

職場の安全・衛生に関する調査・審議する。 

（任務） 

職場の安全・衛生に関する調査・審議する。 

（構成員） 

・総括安全衛生管理者（部局長） 

・産業医 

・衛生管理者 

・職員の過半数代表者から指名された者 ２名 

（構成員） 

・総括安全衛生管理者（部局長） 

・産業医 

・衛生管理者 

・職員の過半数代表者から指名された者 ２名 
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環境研究等紹介 

 

◎「九州大学で機械を学ぼう！～水素エネルギー、水の流れ、ロボット～」 

（機械工学部門） 

 

福岡市と九州大学が協働して開催している市民向け科学技術理解増進事業の一環として、夏休み

中の小学生を対象に、九州大学伊都キャンパスの機械系施設の見学および発電実験授業を開催し、

地球環境問題と機械工学の関係を紹介した。閉会後、希望者に対する福岡市の燃料電池車（FCV）

の試乗会も行われた。 

 

【エネルギーについて学ぼう！】        【施設見学：流体制御研】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設見学：システム工学研】         【施設見学：水素ステーション、風レンズ風車】 

 

開 催 日：平成２9 年８月 19 日（土）１３：３０～１６：３０ 

会 場：九州大学工学部（伊都キャンパス） 

参 加 人 数：34 名（同伴者は除く） 

主 催：九州大学（福岡市） 

後 援：(一社)日本機械学会九州支部，(公財)九州大学学術研究都市推進機構 

受講対象者：市内在住の小学 4～６年生 

 

市政だより情報ＢＯＸ（2017 年 7 月 15 日号）掲載 
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◎環境に関する教育、研究、公開講座及び社会連携事業等 

（環境社会部門 生態工学研究室） 

 

環境安全教育 

<講義名称> 

・基礎生物学（全学部１年生） 

・生態工学（学部２年生）       

・応用生態工学（大学院生）   

・環境学実習（大学院生） 

・身近な地球環境の科学（全学部１年生） 

・地球環境工学入門（学部2年生） 

・沿岸域管理工学（学部4年生） 

・合意形成論（学部3年生） 

・研究室の学部・大学院教育（生態工学研究室）  

 

環境研究：部局内で行われている環境に関する研究の紹介 

1.対馬・五島海洋保護区における漁業活動調整 

2.カブトガニの棲む干潟の保全・再生にむけた総合土砂管理プログラミング 

3.糸島砂浜の環境の継承と参加型保全対策の研究    

4.対馬暖流域における環境DNAメタバーコーディングに基づく海洋保護区設定と 

その管理の研究 

5.海岸漂着ゴミ環境教育活動研究 

6.九十九里浜における生態系に関する研究 

 

公開講座及び社会連携事業等：公開講座及び社会連携事業等 

① 開 催 日：2017年6月21日 

名 称：ビジネスショウ＆エコフェア2017 Next Stage in KYUSHU循環 

型社会システム研究フォーラム「海ゴミから考える持続可能な社会形 

成と多様な主体の参加」および地域活動事例（招待講演） 

   主 催：一般社団法人日本経営協会 

開催場所：福岡国際センター1階 セミナー会場 

② 開 催 日：2017年6月24日 

名 称：島嶼コミュニティ学会第7回年会・総会 

「海ゴミの現状と対策へ新たな展開」（特別講演） 

   主 催：島嶼コミュニティ学会 

開催場所：博多バスターミナル９階 12 ホール 

③ 開 催 日：2017年7月1日 

   名 称：壱岐ボランティアツーリズム２０１７「海ゴミと地域と世界」(招待講演) 

   主 催：壱岐島おこし応援隊「チーム防人」 

開催場所：長崎県壱岐市勝本町 周辺海岸 

④ 開 催 日：2017年8月19日  

名 称：夏休み！親子海岸観察会「海岸観察・採取（貝等）と標本箱作り」講師 

主 催：九州大学大学院工学研究院機械工学部門津守研究室 

開催場所：今津公民館 
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⑤ 開 催 日：2017年8月26日 

名 称：今津地区親子企画「夏だ！！九大生と貝殻標本の自由研究 今津を船 

から見てみよう」講師 

主 催：今津校区自治協議会場所 

開催場所：今津浜崎集会所 

⑥ 開 催 日：2017年8月27日 

名 称：第４回宗像国際環境100人会議2017 

「海の鎮守の森構想 ～大いなる海 生命の循環～」 

地元環境団体×企業の連携宗像環境プロジェクト 

主 催：宗像国際環境会議実行委員会 

開催場所：福津市文化会館 カメリアホール 

https://munakata-eco100.net/pdf/munakata-eco100_tirasi_3rd.pdf 

⑦ 開 催 日：2017年10月8日 

  名 称：第11回福岡県竹林サミットin飯塚 里山保全と竹の利活用及び丈の文化 

「サミット総評」 

主 催：福岡県竹林サミット実行委員会 

開催場所：飯塚市立岩公民館 

⑧ 開 催 日：2017年10月17日 

  名 称：福岡県森林づくり活動事業 環境学習会「森林の役割と里山保全」 

   主 催：龍王・山・里・川の会 

開催場所：飯塚市立伊佐須小学校 

⑨ 開 催 日：2017年12月8日 

名 称：第34回沿岸環境関連学会連絡協議会ジョイントシンポジウム 我が国 

     における沿岸環境の現状と問題点および将来展望 （コンビナー） 

主 催：沿岸環境関連学会連絡協議会 

開催場所：兵庫県民会館  

⑩ 開 催 日：2017年12月9日 

   名 称：平成29年度糸島市九州大学連携 

「里山里海のめぐみ発見ワークショップ」企画・運営 

  主 催：九州大学大学院工学研究院環境社会部門生態工学研究室  

  開催場所：糸島市前原公民館  

⑪ 開 催 日：2017年12月19日 

名 称：九州水フォーラム2017「美味しい水」「きれいな水」 

それを支える地域づくり 企画・編集・コーディネーター 

開催場所：電気ビル共創館 

http://kyushu.env.go.jp/20171219_reaf.pdf 

⑫ 開 催 日：2017年12月23日 

  名 称：長崎県海ごみ交流事業in壱岐「日本の海岸漂着ゴミ問題－海を通じた 

地域と世界のつながり」（招待講演） 

  主 催：長崎県壱岐市・対馬市・五島市・新上五島町 

  場 所：壱岐開催市勝本町天ヶ原海岸 

⑬ 開 催 日：2018年2月17日 

   名 称：平成29年度糸島市九州大学連携「糸島で語る里山を活かした地域づくり」 

      ～先進地・岡山県真庭市の先導者をお招きして～ 企画・運営 

   主 催：九州大学大学院工学研究院環境社会部門生態工学研究室 

   開催場所：九州大学伊都キャンパス附属循環型社会システムセンターCE４０ 
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◎【公開講座】「災害大国日本の資源循環と環境問題」 

（附属循環型社会システム工学研究センター） 

 

開催日：平成３０年２月３日（土）・１０日（土） 

場 所：TKP ガーデンシティ天神 M-5 会議室 

参加者：１９日-３５名、２６日-２４名 

主 催：九州大学大学院工学研究院附属循環型社会システム工学研究センター 

後 援：廃棄物資源循環学会九州支部、地盤工学会九州支部、NPO 法人廃棄物地盤工 

学研究会 

プログラム 講演題目・講師 

２月３日（土） 

 災害大国日本におけるこれからの循環型社会 

・「持続可能で強靭な循環型社会の展望について」 

大迫 政浩（国立環境研究所資源・循環廃棄物研究センター長） 

・「平成 29 年７月九州地方北部豪雨災害と廃棄物、流木の処理について」 

小磯 真一（福岡県環境部廃棄物対策課長） 

２月１０日（土） 

 災害時の環境問題とその対策 

・「地震・水災害時における沿岸環境・生態系への影響」 

田井 明（九州大学大学院工学研究院環境社会部門 准教授） 

・「災害時における環境計測」 

川村 秀久（一般財団法人九州環境管理協会） 
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【研究フォーラム】「「海ゴミ」問題に挑む循環型社会システム工学」 

（附属循環型社会システム工学研究センター） 

 

「海ゴミ」（海の漂流・漂着ゴミ）は海洋環境問題ですが、原因は主に陸域での人間活

動にあります。大量廃棄社会の末路というべきこの問題は、循環型社会への変革なしに

は解決しそうもありません。海ゴミの今まで見過ごされてきた驚愕するような状況は、

先端研究や基礎研究だけでなく、科学技術の啓発やビジネス関係も含む多様な主体の協

働も必要です。循環型社会の関連分野がシステム工学的にこの問題に挑み、解決を目指

す状況をお伝えしました。 

開催日：平成２９年６月２１日（水） 

場 所：福岡国際センター１階セミナー会場・B 

主 催：九州大学大学院工学研究院附属循環型社会システム工学研究センター・一般社 

団法人日本経営協会 

プログラム 講演題目・講師 

・「漂着流木の有効利用の課題と展望」 

  中山 裕文（九州大学大学院工学研究院 環境社会部門 准教授） 

・「水生生物における２μｍマイクロビーズの取り込みとその反応」 

  大嶋 雄治（九州大学大学院農学研究院 資源生物科学部門 教授） 

・「海ゴミから考える持続可能な社会形成と多様な主体の参加」および地域活動事例 

  清野 聡子（九州大学大学院工学研究院 環境社会部門 准教授） 
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◎社会連携事業「びっくり子ども科学実験教室」 

（材料工学部門） 

 

工学研究院材料工学部門（寺西亮准教授・宗藤伸治准教授）では、福岡市西区と連携し

て、環境に関連した社会活動の一環として熱電発電材料や超伝導材料を用いて「温度」を

テーマに、小学校高学年対象の科学実験教室を開催しました。 

熱電発電材料は熱を電気として回収利用できる材料であり、人間の体温でヘリコプター

を飛ばす実験を通して身の周りの熱をもっと回収して電気エネルギーに変換して利用する

有用さを体感してもらいました。 

 

         

                            

開 催 日：平成２9 年 8 月２6 日（土） 

会   場：九州大学 EN40 棟 鉄鋼リサーチセンター実験室（伊都キャンパス） 

参 加 人 数：８０名（保護者３１名を含む） 

受講対象者：西区内在住の小学４～６年生 

 

 

※材料工学部門では、地域社会への貢献活動の一環として、学校法人志摩学園可也幼稚園

が実施している児童の社会見学を受け入れ、サイエンス教室を開催しました。 

 

開 催 日：平成２９年１１月１５日（水） 

会 場：九州大学ウエスト２号館２階ホール 

      （伊都キャンパス） 

参加人数：８６名（引率者９名を含む） 
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環境活動紹介 

 

◎省エネルギー機器への交換 

 平成２９年度（平成２９年４月～平成３０年３月） ６８０台取替実施 

・ 居室  Hf32W２灯用 ９２台   

・ 廊下  Hf32W１灯用 ３２９台 

・ 廊下及びトイレ ダウンライト ２５９台を LED に交換。 

 

 Hf32W （取替前）           ＬＥＤ （取替後） 

      

   

 消費電力  

  ・ Hf32W２灯用 ８９W → ＬＥＤ照明器具 ４４．３W 

・  Hf32W１灯用 ４８W → ＬＥＤ照明器具 ２１．５W 

・  ダウンライト  ４２Ｗ → ＬＥＤ照明器具 ２１．５Ｗ   

 

◎省エネルギーへの心がけ   

 身近な行動から省エネルギーにつながることを意識してもらうよう、ステッカーを 

作成して掲示しています。 

エレベーターのボタンを押す手を止めて、階段で行かれる教職員もよく見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エレベーターのボタン付近に掲示      事務室照明スイッチ付近に掲示 

 

消費電力 

約５０％削減 
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空調ﾘﾓｺﾝ付近に省エネポスターの掲示         羽根による空調機の効率化 

 

 

  建物屋上の太陽光パネル             太陽光発電状況の視覚化 

 

◎エコキャップ運動 

H２１年度より伊都キャンパスでは伊都地区協議会環境対策ワーキンググループを中心

にキャンパス環境対策の一環として「分ければ“資源”、混ぜれば“ゴミ”になるキャッ

プを回収し、再資源化の小さな第一歩としてエコキャップ運動（ペットボトルキャップ集

め）を実施しております。 



分野 摘要

1 紙類 コピー用紙等 37,297 kg

2 文具類 文具 89,588 個

3 機器類 事務機器等 178 台

4 OA機器 電子計算機等 1,940 台

5 移動電話 携帯電話等 0 台

6 家電製品 電気冷蔵庫等 32 台

7 エアコンディショナー等 エアコンディショナー等 28 台

8 温水器等 電気給湯器等 0 台

9 照明 蛍光管等 266 本

10 自動車等 自動車 0 台

11 消火器 消火器 22 本

12 制服・作業服 作業服等 55 着

インテリア・寝装寝具 カーテン等 6 枚

インテリア・寝装寝具 タイルカーペット 3,604 ㎡

14 作業手袋 作業手袋 162 双

15 その他繊維製品 ブルーシート等 10 枚

16 役務 印刷等 361 件

調達量

13

環境に関する各種データ

九州大学グリーン調達方針に基づいて、環境配慮型製品を優先的に購入する
「グリーン購入」を進めています。

◎平成29年度に調達したグリーン購入基準適合製品

- 12 -
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◎廃棄物・回収資源のデータ 
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◎エネルギーのデータ 

エネルギー使用量 

 

 

CO2 年間排出量（t） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

電力量 GWH

伊都

箱崎

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

伊都

都市ガス

電力

0

200

400

600

800

1,000

1,200

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

都市ガス量 千m3

伊都

箱崎

0

200

400

600

800

1,000

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

箱崎

都市ガス

電力



- 15 - 

 

環境安全事例紹介 

 

◎消火訓練の実施 

（応用化学部門） 

 

応用化学部門では、その研究の性質上、可燃性物質や自己反応性物質を数多く取

り扱います。このため火災の危険が他部門と比較して格段に高いと言わざるをえま

せん。まず何よりも大事なことは「火災を出さないように十分に配慮すること」で

はありますが、初期消火は大規模な火災の防止策として極めて有効な手段であると

認識しております。従いまして、応用化学部門の学生ならびに教員全員が参加する

初期消火訓練が必要であると考えます。 

そこで、各研究室から二酸化炭素消火器を持参して、在籍の大学院生も含めた学

生・教員で、消火器の取り扱いの訓練を毎年行っております。 

 

開催日 ： 平成２９年４月１０日（月） １０：３０～１１：３０ 

場 所 ： 伊都キャンパスウエストゾーン キャンパスコモン 

参加者 ： 応用化学部門の学生ならびに教員全員（約４５０人） 
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◎安全の手引きの作成と利用 

 

各部門では、環境教育・安全教育の一環として、安全の手引きを作成しており、年度当

初や学期始に安全講習や環境授業を行っています。多くの留学生にも対応するため、英語

版も作成しています。 

     

       

※例）航空工学部門のもの 


	00_表紙_2018
	0_目次
	1_トップページ
	2_部局概要_2018
	3_管理運営体制_2018
	4_環境研究等紹介「九州大学で機械を学ぼう！～水素エネルギー，水の流れ，ロボット～」_2018
	5-6_環境報告書2018年　生態工学研究室
	7-8_公開講座【災害大国日本の資源循環と環境問題】_2018
	9_社会連携事業「びっくり子ども科学実験教室」
	10_環境活動紹介
	12_グリーン購入基準適合製品
	13_環境に関する各種データ_2018
	15_消火訓練応化
	16_安全の手引きの作成と利用

